
（グリーンＩＣＴ－１） 

 

ICT（注 1）を活用した多摩川での植生調査 

（神奈川県川崎市、富士通株式会社） 

 

〔概 要〕 

  川崎市は、川崎市域を流れる多摩川において、NPO 法人と市内各「水辺の楽校（注 2）」

と協働し、ICT を活用した植生調査を、携帯フォトシステム（注 3）を活用し実施した。

このシステムを用いることにより、GPS 機能付き携帯電話のカメラで撮影した生物情報

をデータベースに蓄積し、地図情報とマッピングして閲覧、分析することができる。

市民・企業・行政の協働により多摩川の河川敷で見つけた植物を記録していき、情報

共有を図ることで、河川環境における植物特性を探っている。 

この調査は、「川崎市多摩川プラン」における施策目標である「企業と育む環境づく

り」の具体的な取組みであり、NPO 法人と市内各水辺の楽校、富士通、川崎市がそれぞ

れの特徴を活かし協働した新しいアプローチで環境学習を推進するものである。 

〔コラム〕 

川崎市域約 28kmを流れる多摩川は、流域ごとに異なった環境特性を見ることができる

ことから、楽しみながら体験学習を行う「水辺の楽校」などが活発に行われている。し

かしながら、学習の成果は紙ベースでの取りまとめが主となっていることから、限られ

た範囲でのみ情報提供が行われてきた。 

今回、富士通の携帯フォトシステムを活用することで、流域全体で季節ごとに行った

植生分布調査の結果をインターネットで公開することができるようになり、各「水辺の

楽校」などに対し今後の環境学習に活かせるような共通の基礎となる資料を作ることが

できるとともに、これまで困難であった地域の特性や他地域との比較が容易になると考

えられる。 

 

【多摩川の植生分布調査について】 

 [対象地域]多摩川右岸の川崎市域に属する河口原点から多摩川原橋手前までの約 28kmの範囲 

 [調査団体]川崎市内の市民団体（注 4） 

[実施時期及び調査対象生物] 

春：ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ、ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ、ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ 

夏：ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ、ｷｸｲﾓの仲間、ﾜﾙﾅｽﾋﾞ 

秋：ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ、ﾉｷﾞｸ仲間、 

ｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻの仲間 

 

 

 

 

 

 

 

ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ 携帯フォトシステム概要図ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ



 

【調査結果例（春）】 

川崎市内の多摩川流域の植物を GPS 機能付携帯電話のカメラで撮影、その場で位置情

報を取得しメール送信。その後、集まったデータの分類作業を行うことで植生マップが

作成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注釈】 

(注 1)  ICT：情報 (Information)や通信(Communication)に関する技術(Technology)の総称。 

(注 2)  携帯フォトシステム：GPS 機能付携帯電話を利用した生態系調査などに便利なソリューション。（提

供元：富士通エフ・アイ・ピー株式会社(所在地：東京都江東区、代表取締役社長：杉本 信芳）

富士通が提供するオンデマンド仮想システムサービス Fujitsu Global Cloud Platform FGCP/S5

上で動作。 

(注 3) 水辺の楽校：国土交通省河川局が、1999 年、地域の水辺を遊びの場、自然体験の場、自然学習の

場として整備し、維持管理することを目的に創設したプロジェクト。現在全国で２８０余りが活

動している。 

(注 4) NPO 法人多摩川エコミュージアム、かわさき水辺の楽校、とどろき水辺の楽校、だいし水辺の楽校

の４団体。 

 

 

（問い合わせ先） 

川崎市 建設緑政局 緑政部 多摩川施策推進課 

電話：044-200-2268 (直通) 

 

富士通株式会社 

環境本部 環境企画統括部 

電話：044-754-3413（直通） 

問い合わせフォーム：http://jp.fujitsu.com/about/csr/eco/contact/ 

 

川崎市内多摩川流域 28km を４団体で一斉に実施

ヒメオドリコソ オオイヌノフグ ハマダイコ

写真撮影 

位置情報取得 

メール送信 

植生分布マップ完成 



（グリーンＩＣＴ－２） 

生物多様性保全型都市づくりを支える 

環境情報システムＧＡＩA 

（神奈川県逗子市） 

 

〔概 要〕 

 生物多様性保全を目指したまちづくり計画の策定を支援するため、地域環境の特性を

科学的に分析する環境情報システム（ＧＡＩＡ）を開発した。その結果を踏まえて「逗

子市の良好な都市環境をつくる条例」を制定し、その運用により、市内の良好な緑地

環境を維持している。 

 

〔コラム〕 

  逗子市は、神奈川県三浦半島の付け根に位置し、東京都心からＪＲ横須賀線で約 1

時間、周りを海と豊かな緑に囲まれた閑静な住宅都市として発展してきた。 

遡って、1960 年代後半、同市は首都圏区域として位置づけられ、住宅不足を補うよ

うに宅地開発の波が押し寄せ、同市の貴重な緑地を減少させるに至ってきていた。特

に、市を取り囲む斜面緑地は中高層マンション建設用地としてターゲットとなり、緑

地の減少と景観が破壊されてきた。 

このような状況下、1991 年に逗子市では、生物の多様性を維持し良好な自然環境を

保全するため、当該緑地が持つ環境保全の価値を自然環境に着目し、土砂崩壊防止や

土壌浸食防止を表す土地機能、植生自然度及び様々な生きものが棲息できる多様な環

境の状況を表す生態系維持機能、さらに既成市街地周辺の見え易さが景観上重要とす

る居住快適性維持機能の３つの階層的分類で構成されるものと規定し、それらの各機

能をそれぞれ計量化し、総合評価を行った。 

そして、その結果を踏まえ、1992 年に環境影響評価（アセスメント）の実施を開発

業者に対し義務づけた「逗子市の良好な都市環境をつくる条例」を制定し、その運用

により、現在に至るまで市内の良好な緑地環境を維持している。 

 

逗子海岸の景観 

 

逗子市では、機能論に基づいた生物多様性保全を目指したまちづくり計画の策定を支

援するため、1991 年に市独自に、地域環境の特性を科学的に分析するためエンジニアリ

ングワークステーション（EWS）による環境情報システム（GAIA）を開発した。 

当時は、現在のように PC が普及しておらず、独自の開発によらなければならず、しか



も、行政担当者が使用するには、独自の操作教育が必要であった。 

しかし、現在は windows マシン上で手軽に操作され、条例の運用に際して有効活用さ

れている。 

このシステム運用により、以下の成果を得ている。  

１）首都圏近郊の多くの都市では都市化とともに貴重な斜面緑地が失われている中、

市内の緑地環境が確実にかつ良好に維持・保全されてきている。 

２）条例制定時は、500 ㎡以上が対象事業となっていたが、現在は、300 ㎡ 以上に強

化されてきている。 

３）市の緑地環境の評価が高められ、その自然環境から、逗子市内に居住し続けたい

という希望が従来にも増して強くなってきている。 

 

【構築経費】 

○ システム構築費用 一式・・・・・・・・・６００万円～（データ作成費用含まず） 

○ ハード（ＰＣ）・・・・・・・・・・・・・  ４０万円程度 

○ アプリケーション（ＧＩＳソフト）・・・・  ４０万円程度 

   

【運用経費】 

○ 植生調査費 ・・・・・・・・・・・・・・ 実施時期・範囲等を踏まえ別途計上 

○ システム保守 ・・・・・・・・・・・・・  ８万円程度／年 

 

 

 

（問い合わせ先） 

神奈川県逗子市 環境都市部 まちづくり課 

TEL ：代表 048(873)1111 

E ﾒｰﾙ : machi@city.zushi.kanagawa.jp 

環境情報システムGAIAの概要



（グリーンＩＣＴ－３） 

 

市民提案による企業の環境活動の促進 

（ブログミーツカンパニー） 

http://www.blog-meets.com/ 

 

〔概要〕 

 企業の商品や行政サービスについて、市民の視点から思いつく環境提案を集

約し、賛同者を募るためのサイト。投票システムによって、提案に対する賛同

者数やそれに対するコメントが一覧でき、賛同する提案にコメントを記入した

り、新たな提案を投稿することができる。また、提案に対する企業等からのコ

メントも閲覧することができる。 

 

〔コラム〕 

 賛同者が 100 件以上集まった提案は企業へ送り、実現を目指します。これま

でに、実際に企業へ提案し、商品化されたものもあります。賛同者となった市

民は、その商品をブログなどで宣伝し、企業が継続的にエコな商品を提供し続

けられるよう応援します。もし、提案が実現されなかった場合でも、企業から

の回答を公開することで、市民が企業の考えや思いを理解する機会として活か

すことができます。 

 市民一人一人の声なき声を拾い上げ、集めて塊にすることで、大きな企業と

対話できる形にします。これまで、個人で考えているだけで実現できなかった

市民のアイデアでも、多くの賛同者が得られれば、企業を動かすことができる

可能性があることを伝えています。また、市民と企業が対話することによって、

お互いの理想を近づけ、立場を越えて一緒に社会を変えていく機会をつくるこ

ともできます。 

 このサイトは、環境に関する企業への提案に限定していますが、同じ仕組み

で、議員や政府への政策提案など、テーマを変えて運用することもできます。

また、ワークショップとの連動により、リアルとネットの融合の場としても活

用することができます。サイトで使用しているプログラムはフリーです。多く

の人にこの仕組みを使っていただき、市民の声を集める仕組みが様々な場にで

きることを願っています。 

 

 〔制作費（うち公的な補助額）〕 

  ●0 円（オープン・ソースを使い、運営メンバーが開発しているため） 

 

 

 

 



（ブログミーツカンパニーのホームページより） 

 

 

（問い合わせ先） 

ブログミーツカンパニー e-mail：info@blog-meets.com 
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